
 

 

 

 

  

  

  

  

  

 

 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 成田市立中台中学校 学校だより 

文責：内田 淳 

令和６年 ３月１５日（金）Vol.４４ 

「仲間も、自分も、大切にしよう」 

「あきらめずに、取り組もう」 

学校教育目標 『自ら学び、豊かな心を持ち、たくましく生きる生徒の育成』 

【ホームページへ】 
ご卒業、おめでとうございます 
 

１３日(水)、５１回目となる本校の卒業式を、無事に行うことがで

きました。卒業生は、先生からの呼名に立派に応え、素晴らしい歌声

を響かせて、堂々と巣立っていきました。 

涙を浮かべている生徒や、静かに微笑む生徒など、表情は様々でし

たが、校門を出るころには、誰もが晴れ晴れとした笑顔になっていま

した。 

私は式辞の中で、卒業生の心に刻んでほしいことを３つ伝えま

した。１つめは、「未来は変えられる」ということ。２つめは、

「あきらめない」ということ。そして、３つめは。 

三つめは、「卒業証書の重みについて」です。 

卒業証書には、あなたの名前があり、あなたの生まれた日が書かれてあります。

家族は、あなたが生まれたこの日のことを、大いに喜んでくれたことでしょう。そして今

日まで、様々な出来事に寄り添い、喜びも悩みも分かち合ってくれたことでしょう。 

あなたが生まれてから今日まで、見守ってきてくれた、たくさんの人に、これからも感

謝の心を持っていてください。 

卒業証書の最後に書いてある番号は、５１年前の、最初の卒業生から、ずっとつ

ながっている番号です。中台中学校の卒業生は７５００人以上いるのです。 

卒業証書は、これほどたくさんの人の願いが込められた、お守りであり、絆の証な

のです。…… 

一人ひとりの生徒にとって、私たち大人が想像する以上に、たくさんの出来事があったことでしょ

う。それぞれに、自力で、または周りの人に支えられながら乗り越えてきた、自信や達成感、これか

らの未来への希望も、感じられました。 

卒業生たちが、これから先も、本校での日々を支えにして、それぞれの世界で活躍するようにと、

心から願ってやみません。 

 

【卒業式前日の教室】 

 

【卒業生の保護者の皆様】 

お子様のご卒業、誠におめでとうございます。これま

で本校へのご理解・ご協力をいただき、ありがとうござ

いました。 

お子様は、これから先も、自己主張したり、反発した

りすることもあるでしょう。しかし、今後の心の成長と

ともに、振り返って優しく微笑んでくれる日が、必ず来

ます。そして、「自分たちが、どれほど大切にされてき

たのか」を、実感することでしょう。 

これからも、お子様を支え、励ましていただきますよ

うお願いします。卒業生の進む先が、明るく、温かい光

に満ちあふれていることを、心から祈ります。７１名の

将来の姿が、今からとても楽しみです。 



 

  

 

  

  

 

 

   

  

 

 

  

 

  

 

  

 

 

 

 

 

  

卒業までの一週間 

【スポンジ片手に床の汚れをキュッキュと磨い

ています。学校への感謝を込めて、真剣に】 

 

【９年間、血となり肉となってきた給食も、これが最後。上手に盛り付けたつもりでも、「ポトフが足りないので寄付してください！」

なんてことも。最後はみんなで全てのものに感謝して「いただきます！」。対面で会話を楽しみながらの食事は、やはりいいものです】 

 

【卒業式の前日は、最後の学級レク。Ｂ組は「何でもバスケット」で大盛り上がり。Ａ組は思い出のスライドショーを鑑賞して、笑った

りしみじみしたり。最後の学年集会は、先生方からのマル秘企画や、生徒からのサプライズなど、時間が足りないくらいでした】 

 

【全てのものに感謝。もちろんタブレットにもね！というわけで、健やかなるときも病めるときも傍にいてくれた「相棒」を、きれいに

掃除しています。コロナ禍で始まった３年間の学習を支えてくれました。はさみを使って、ケースのケバを取っている人もいました】 

 

【待ちに待った卒業アルバムが配付され、寄せ書きの交換が、一斉に始まりました。アルバムのページには、熱いメッセージから、当事

者にしか分からない秘密の暗号まで、いろいろと飛び交っていました。後で読み返して、笑ったり、ほろっとしたりするのでしょうね】 

 

【６日(水)に行われた「命の授業」で、新生児人形を抱っこしています。はかなくて、

それでいて確かな命の重みを、実感できたようです。これからも懸命に生きよう！】 

○○です… 



 

  

  

栄光は君に輝く 

１２日(火)に、卒業式の最後の練習を終えた後に、賞状の伝達を行いました。文化系の活動が目覚ま

しい中で、運動部の活躍も目立つようになりました。コツコツと努力することが大切ですよ……と、

この紙上でも、何度となく訴えてきました。では、努力すれば、必ずうまくいくのか、というと、答

えは「否」です。どんなに頑張っても、いい成果につながるとは限りません。 

しかし、いい成果を出している人は、必ず何かしらの努力をしているものです。努力して、結果が

出なくても、あきらめずに努力を続けていけば、いい成果を出す可能性が、高まっていくはずです。 

「いつかできるようになる・いつか到達する」と信じて、自分のペースで、コツコツと努力を続け

られるよう願っています。 

 

今週になって、１年生を中心に、インフルエンザの罹患者が、少しずつ増えていることから、本日

(１５日)は、特に欠席者や早退者の多い１Ｂを学級閉鎖としました。１Ｂの保護者の皆様には、学級保

護者会の中止など、急な変更になり、誠に申し訳ありません。 

月曜日から、通常の登校にする予定ですが、引き続き、各家庭での健康管理や感染症対策について、

ご配慮をいただきますようお願いします。 

今後も、体調が思わしくないときは、無理をせずに休養・療養をするようお願いします。 

インフルエンザの状況について 



 

 

９カ年精勤 ２名 

３カ年皆勤 ９名 

３カ年精勤 １３名 

 

卒業式を支えた力 

１２日(火)の卒業式準備は、１、２

年生ともに、よく働きました。重い物

を運んだり、手が汚れたりと、簡単な

仕事ではなかったですが、生き生きと

取り組みました。テキパキと活動し、

約１時間で会場を完成させました。 

会場準備と、卒業式での姿勢と合唱

が、在校生から卒業生への最後の餞な

のです。 

 

【壇上花のボリュームに圧倒されつつも、慎重に運んだり、鉢植えをバケツリレー方式

で次々運んだり。がんばったお陰で、会場が春らしくなりました】 

 

【さすが中学生。一人で三脚も四脚も運んでし

まうので、椅子並べはあっという間に完了】 

 

【お互いに引っ張り合いながら、テーブル

クロスを掛けて、長机をドレスアップ】 

 

【３年生の教室を飾るのも大切な役目。

旅立つ気持ちが高まる装飾をしました】 

 もちろん、当日の合唱は、全員が全力で歌い上げました。卒業生は涙をこらえて、在校生は様々な思

いを込めて、体育館が震えるほどの歌声を響かせました。来賓の皆さんも、「合唱に感動しました」と

口々におっしゃっていました。こうして、１、２年生に受け継がれた中台中は、令和６年度へと向かっ

ていきます。この伝統を、新１年生にも受け継いでもらえるように、盛り上げてほしいものです。 


